
2020年10月、政 府は2050年までにカーボン
ニュートラルを目指すことを宣言した。しかしなが
ら、現在の技術予測や社会条件においてその実
現は相当の困難が予測されており、並大抵の努
力では実現できない。そこで今回は、極めて大雑
把な形にはなるが、北大のカーボンニュートラル実
現に必要となるコストについて、北大の構成員１
人当たりに換算した形で試算してみたい。

まず、北大の現状を簡単に整理する。北大の
直近年度（2021年度）の年間の一次エネルギー
消費総量は約117万GJ/年※1（約325GWh/年）、
年間の温室効果ガス排出総量は約85,000t-CO2/

年※1となっている。北大の構成員の総人数は約21,500人※1なので、構成員１人当たりの年間の一次エネルギー
消費量は約54GJ/人・年（約15MWh/人・年）、温室効果ガス排出量は約4t-CO2/人・年と推計できる（な
お、2020年度の北海道の世帯当たりの年間の一次エネルギー消費量は約53GJ/世帯・年となっている※2）。

この現状をベースとしながら、北大のカーボンニュートラル実現に必要となる事業を検討する。今回は「ZEB
（Net Zero Energy Building）」の考え方を参照し、一次エネルギー消費量の半分を省エネで減らし（50％
省エネ）、もう半分を創エネでつくる（50％創エネ）事業を想定してみる。その他、森林吸収源対策や再エネ調
達などの方策が考えられるが今回は扱わない事とする。

まず、50％省エネについて検討してみる。現状、北大では総延床面積で約90万㎡※1もの施設を保有してお
り、１人当たりでは約42㎡ /人のスペースを保有している。経済産業省の調査資料※3を参照すると、既存施設
を50％省エネとするための改修コストとして約10.6万円/㎡という平米単価を推計できる。これに基づくと、北大の
全ての施設を50％省エネとするためには約960億円、構成員１人分に換算すると約450万円/人の改修コストが必
要と推計される。

次に、50％創エネについて太陽光発電を想定して検討してみる。一般的に、太陽光発電の発電容量１kW
当たりの年間発電量は1000kWh/kWが目安と言われている。これに基づくと、北大の年間の一次エネルギー消
費総量の50％をまかなうのに必要な太陽光発電の発電容量は約163MW、構成員１人分に換算すると約7.5kW
と推計できる（本来は最大デマンド値から容量算定を図るべきであるが、現在の公表資料からは全てのエネル
ギー種別の最大デマンド値の算定が難しいため、年間の一次エネルギー消費量から推計している）。経済産業
省の調達価格の資料※4によると、2020年度の太陽光発電の設置費用は約25.3万円/kWとなっており、これに基
づくと、太陽光発電による北大全体の50％総エネには約420億円、構成員１人分に換算すると約200万円/人の
設置費用が必要と推計される（加えて、状況に応じて蓄電池や送電網など別途整備が必要となる）。なお、環
境省の報告書※5によると、太陽光発電の設置面積は約15㎡ /kWが必要とされており、これに基づくと、太陽光
発電による北大全体の50％総エネには約240万㎡の設置面積が必要となり、札幌キャンパス（約180万㎡）よりも
広い土地が必要と推計される。

以上、非常に大まかな机上の推計ではあるが、少しでも参考になれば幸いである。なお、今回の試算では、
温室効果ガスについてはScope3排出量を含んでいない事、また、ランニングコストや耐用年数などを考慮したライ
フサイクルの観点での検討には及んでいない事を付記させて頂く。

（参照資料）
※１　北海道大学：北海道大学サステイナビリティレポート2022，2022年10月
※２　環境省：令和２年度 家庭部門のCO2排出実態統計調査，2022年３月
※３　経済産業省：既存建築物のZEB化推進に向けた調査，2019年３月
※４　経済産業省：令和３年度以降の調達価格等に関する意見（案），2021年１月
※５　環境省：平成22年度 再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査報告書，2011年４月
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いじわるじいさん
昨
年
、
知
人
か
ら
毎
年
届
く

信
州
の
林
檎
が
来
な
か
っ

た
。〈
３
月
が
温
か
く
４
月

に
気
温
が
零
下
の
日
も
あ
っ

た
。
こ
の
異
常
気
象
で
収
穫

量
が
激
減
〉、
と
生
産
者
便

り
に
書
か
れ
て
い
た
▼
北
海

道
は
昨
夏
、
干
ば
つ
で
薯
と

玉
葱
が
不
作
だ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
、
驚
き
の
高
値
に
な
っ

た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

昨
年
水
不
足
に
苦
し
ん
だ
農

家
の
従
妹
が
、
今
年
８
月
に
は
洪
水
に

遭
遇
。
濁
流
の
動
画
が
届
い
た
▼
大

き
な
川
の
よ
う
に
黄
土
色
の
水
が
流

れ
て
い
る
。
下
は
玉
葱
と
南
瓜
の
畑
。

茂
っ
た
葉
が
高
く
並
ん
で
い
る
豆
は
、

下
３
分
の
１
が
泥
水
の
中
だ
っ
た
▼

水
が
引
い
た
後
は
流
れ
着
い
た
ゴ
ミ

を
片
付
け
、
貼
り
つ
い
た
泥
を
落
と

し
、
土
寄
せ
の
作
業
に
追
わ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
40
日
。
玉
葱
、
南
瓜
も
、

豆
も
生
き
て
い
た
！
従
姉
は
そ
の
逞

し
さ
に
驚
き
な
が
ら
、
低
地
に
あ
る

仲
間
の
畑
の
心
配
を
す
る
▼
こ
こ
数

年
の
気
象
の
異
常
ぶ
り
は
ど
う
だ
ろ

う
。
テ
レ
ビ
か
ら
警
戒
警
報
が
頻
繁

に
流
れ
、
河
川
氾
濫
の
映
像
が
出
る
。

気
温
、
雨
量
が
観
測
史
上
最
大
、
と

気
象
庁
か
ら
発
せ
ら
れ
る
。
知
人
や

従
姉
の
苦
境
を
知
っ
て
か
ら
は
、
こ

れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
身
に
迫
っ
て
感

じ
ら
れ
、
気
象
情
報
か
ら
目
が
離
せ

な
く
な
っ
た
▼
台
風
が
ま
た
発
生
し

た
。
北
海
道
に
上
陸
し
た
台
風
の
風

音
が
、
被
災
者
の
悲
鳴
の
よ
う
に
聞

こ
え
る
。
い
や
、
傷
つ
い
た
地
球
が

助
け
を
求
め
る
悲
鳴
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
も
思
う
。 

（
今
日
子
）

本
来
は
２
０
２
０
年
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
全
国
教
職

員
セ
ミ
ナ
ー
が
４
年
ぶ
り
に
９
月
２
日
よ
り
２
日
間
に
わ
た
っ

て
横
浜
国
立
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
何
度
と
な
く
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
当
初
予
定
し
て
い
た
テ
ー
マ
か
ら「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た

大
学
と
学
生
の
今
と
こ
れ
か
ら
」に
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
約
70
名
と
例
年
に
比
べ
て
や
や
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
分
科
会
で
の
参
加
者
の
皆
様
は
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
悩
み
や
ご
苦
労
を
話
さ
れ
、
今
後
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見

交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

一
日
目
に
４
つ
の
講
演
と
３
つ
の
特
別
報
告
が
あ
り
、
基
調

講
演
で
は
大
阪
大
学
の
村
上
正
行
先
生
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
で
の
全
国
で
行
っ
て
き
た
大
学
の
対
応

に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
や
ご
自
身
の
大
学
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
対
面
だ
け
で
は
な
く
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
や
オ
フ
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
新
た
な
授
業
形
式
は

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に
お
け
る
新
た
な
大
学
教
育
を
考
え
る

良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
大
学
で
の
勉
学
や
研
究
以
外
の
付
加
価
値
、
た

と
え
ば
、
友
人
と
の
交
流
な
ど
の
人
間
関
係
の
構
築
は
不
十
分

で
あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
講
演
で
は
、
三
重
大
学
の
朴
恵
淑
先
生
よ
り
三
重

大
学
で
の
環
境
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
三
重
大
学
は
、
三
重
県
が
創
設
し
た「
三
重
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度
」に
高
等
教
育
機
関
と
し
て
唯
一

登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
、
大
学
生
協
と
協
働
事
業
と
し
て
早
い
時

期
か
ら
生
協
で
の
レ
ジ
袋
有
料
化
に
よ
る
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
運
動
を

展
開
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
朴
先
生
は
、

２
０
２
１
年
の
国
連
機
構
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
）に
参
加
さ
れ
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
の
演
説
を
聴
講

し
、「
全
世
界
が
一
丸
と
な
っ
て
気
候
変
動（
危
機
）へ
積
極
的
な

対
応
を
講
じ
る
必
要
性
と
、
環
境
と
経
済
の
調
和
の
取
れ
た
世

界
が
実
現
で
き
る
」と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
た
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
行
動
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

続
け
る
こ
と
が
大
事
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
４
つ
の
分
科
会
が
あ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を

踏
ま
え
た
学
生
の
学
び
と
成
長
を
考
え
る
」、「
新
型
コ
ロ
ナ

禍
期
を
経
て
考
え
る
、
大
学
と
学
生
の『
食
と
安
全
』」、「
民

主
主
義
と
協
同
を
紡
ぐ
」、「『
環

境
人
材
』を
育
て
る
～
持
続
可
能

な
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
て
」と

い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
は「
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま

え
た
学
生
の
学
び
と
成
長
を
考

え
る
」に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

分
科
会
で
の
北
海
学
園
大
学
の

中
園
桐
代
先
生
の
講
演
は
興
味

深
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
の

北
海
学
園
大
学
で
の
休
学
率
と

退
学
率
、
そ
し
て
、
就
職
率
は

コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
と
ん
ど
変
ら

ず
、
逆
に
、
休
学
率
は
減
少
し
、

単
位
取
得
率
は
増
加
し
て
い
た

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一

つ
の
要
因
に
絞
り
込
む
こ
と
は

難
し
い
と
し
た
う
え
で
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る

学
生
の
心
理
状
況
が
必
ず
し
も

マ
イ
ナ
ス
作
用
で
は
な
く
、
授

業
形
態
が
オ
ン
ラ
イ
ン
や
オ
ン

デ
ィ
マ
ン
ド
に
な
っ
た
こ
と
で

受
講
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で

プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
可
能
性
も

あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
他
の
大
学
の

方
々
と
も
意
見
交
換
を
す
る
機

会
が
あ
り
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次
回
の

全
国
教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
は
２
年

後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「全国教職員セミナー in 横浜」に参加して
教職員委員長　保健科学研究院　笠原　敏史

受付の様子受付の様子分科会の様子分科会の様子 講演の様子講演の様子

2022 年 11 月 1 日 よりよい生活と平和のために 第 401 号　（ 2 ）



私は広島、長崎、沖縄の３地域で行われたPeace Now!2022のうち、９月１
日～２日にかけて開催されたPeace Now! Hiroshima（以下PN!H）に参加し
てきました。私はPN!Hに参加するまで、戦争や原爆について学ばなくてはい
けないと思いつつも、たまにテレビで放送されている特番を見たり、本を読
んだりする程度のことしかできておらず、広島を訪れたこともありませんで
した。そんな私にとってPN!Hはとても魅力的で、この機会に広島で戦争や原
爆について深く学び、平和について考えようと思い、参加を決断しました。

１日目の平和資料館見学とフィールドワークでは、初めて訪れる広島の土
地で、戦争の記録や爪痕、人々の平和への願いに触れました。平和記念資料
館では思わず目をそむけたくなるような写真や絵に加えて、人々の壮絶な体

験の記録を目の当たりにして衝撃を受けた一方、戦争を経験していない私たちが戦争について学ぶことの難しさも感
じました。資料館の展示では、被爆者の方々が見た色付きの光景や嗅いだにおい、聞いた音などはわかりません。展
示だけでもかなりショッキングでしたが、実際の状態は展示の何倍も悲惨で残酷なものだったのだろうと思います。
戦争を経験していない私たちが得られる情報には限界があることを実感したので、私たちは今得られる情報をできる
だけ多く集め、戦争経験者が見てきた世界を知ろうとする努力を続ける必要があると強く感じました。

フィールドワークでは、平和記念公園周辺の遺構などを見てまわ
りました。フィールドワークで最も心に残っているのが、爆心地を示
す石碑です。この石碑は病院のすぐ横の、意識していないと素通りし
てしまうような場所にあります。私はこの石碑を見たとき、こんな路
地裏にいきなり原爆の遺構が現れることに驚き、普通の町の一角にそ
んな歴史があることに衝撃を受けました。私たちが何気なく生活して
いる町の中にも戦争遺構が存在しているということを実感し、自分の
地元や今住んでいる札幌市の戦争遺構についてももっと調べてみよう
と思いました。

２日目には、被爆者である田中さんと、ピースボランティアや被
爆体験伝承者として活動されている楢原さんのお話を伺いました。田中さんの講和では、初めて対面で被爆された方
のお話を伺うことができました。被爆者を含む戦争経験者の高齢化が進むなか、私たちは実際にそういった方々のお
話を伺うことのできる最後の世代であり、貴重なお話を伺うことができることをとてもありがたく思いました。今回
お話をしてくださった田中さんの講話の中で最も印象に残っているのが、質疑応答の時間に挙がった「今までで一番
つらかったことは何か」という質問に対する答えが、「今が一番つらい」だったことです。戦争中や戦後間もない時期
などにたくさんつらい経験をされてきたにもかかわらず、そのような答えが出てくるということは、核や戦争をめぐ
る現在の状況がかなり深刻なものなのだと思い知らされました。私は正直核の現状についてあまり知識がなく、危機
感も薄かったので、この機会にきちんと現状についても学ばなくてはいけないと思いました。

楢原さんは、戦争を経験していない世代であり、広島在住でもありませんが、そんな状況の中で自身にできること
を模索し、平和活動や戦争の記憶を伝える活動に取り組まれていました。平和活動や伝承活動は広島や長崎など現地
にゆかりのある人がするイメージが強かったのですが、楢原さんは私に、被爆地にゆかりの無い人にもできる活動が

あるのだと教えてくれました。
PN!Hでは、グループワークを通して平和について考え、意見を交流する機会も

ありました。同年代で、日本各地から集まった人たちとのグループワークはとても
充実していて、新しい知識を得たり、今までの自分にはなかった考えに触れたりす
ることができました。広島出身で幼いころから平和学習を受けてきた人や、平和の
ための署名活動をしたことがある人、自大学の学生委員会で平和活動を行っている
人など、平和の実現のために行動を起こしている人の存在
を知り、自分も何かしなくてはと奮い立たされました。

今回のPN!Hを通して、私は戦争の歴史を学び、平和に
ついて考え、平和への思いをより強いものにしました。今

回学んだこと、考えたことを身の回りの人に伝えていき、平和への思いを広げていくことが、
これからの私の使命です。今回のPeace Now!の全体テーマである「つなぎ、ひろげる未来へ
のバトン～私からあなたへ、あなたから世界へ～」を実現すべく、まずは「私」から私の周
りにいる「あなた」へと、バトンをつないでいこうと思います。また、今後も継続して戦争
や平和について学び、1945年８月６日に起こった悲劇をもう２度と繰り返さないために自分
には何ができるのか考え続け、自分にできる行動を起こしていきたいです。

総合理系１年　加藤　湧（学生委員会）

Peace Now! Hiroshima 報告
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～Tomorrow will be better！～」～Tomorrow will be better！～」 審査結果発表!! 審査結果発表!!

院生委員会賞
遠い約束
山本　奈央（大学院生）
北大の素晴らしい紅葉と建物を背景に雨や黄色に染まっ
た葉が少し寂しさを感じて。
●審査員コメント
落葉していく紅葉の儚さと、その中でも前を向く強い意志を
感じさせる被写体の表情がマッチしていますね。

学生委員会賞

特　選
明日も散歩したい
松岡　ほたか（学部生）
少しでも時間があれば歩きたいところがたくさんあって、最高です。
●審査員コメント
ここ数年のコロナ禍での大学生活が伝わる素晴らしい作品です。
久しぶりに行われた対面授業の後でしょうか、もう少し外の空気を
吸っていたいという気持ちが題名からも伝わります。閑散とした大学
構内はコロナ前とそれほど変わりません。しかし、マスクをした学生
と撮影日からコロナ禍での大学生活であったことを後に思い出させて
くれる気がします。
今年のフォトコンテストの特選にふさわしい作品です。

Decorated object
Yoshida　Itsuki（学部生）
気に入ってます。
●審査員コメント
木の枝の隙間から光が差していて、その影が濃く雪に写し出されている光景
がとても幻想的だと思いました。

「きぼうの虹」フォトコンテストも今年で９回目となりました。テーマは「北大百景2022 ～ Tomorrow will be better ！～」。７月１日から
８月27日までの約２か月の長期の応募期間で開催いたしました。今年は少しずつ大学に来る機会が増え、北大の美しい風景を楽しむ様子が感
じられる作品が多く寄せられました。全66点の素晴らしい作品の中から各審査員それぞれの感性に響いた作品として、特選１点、各委員会賞４
点と特別賞１点を選出いたしました。ほかにも素晴らしい作品が多く、今回全てをご紹介できないのが本当に残念です。応募していただいた皆
様、本当にありがとうございました。
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第９回 フォトコンテスト  「北大百景2022第９回 フォトコンテスト  「北大百景2022
審査員：生協学生委員会、生協院生委員会、留学生委員会、生協教職員委員会、生協理事会室

特選および各賞入賞者の皆さんには、生協電子マネーを贈呈いたします。

教職員委員会賞
鏡の国から見に来ました
森　啓（大学院生）
普段は鏡の国の中から北大を見ている小人たちは、秋
になるとこちらの世界に来て直接銀杏並木を見物しま
す。
●審査員コメント
もっと黄葉が進んだときだと良かったのですが、ローアングル
で鏡面状の水たまりの逆さイチョウもよく撮れているかなと。

きぼうの虹特別賞

理事会室賞
桜と雪と
春山　博昭(学部生)
中央ローンにて暖かさを感じる。
●審査員コメント
久しぶりに学生で賑わう中央ローンの様子がとても楽し
げで嬉しくなります。
桜と雪を一緒に見ることができるのも北大ならではの光
景ですね。

都ぞ弥牛
樫山　淳(学部生)
北大農場の牛と手稲山に沈む夕日、そしてポプラ並木。
その様子を北大の寮歌である都ぞ弥生にかけて

「都ぞ弥牛」と名付けました。
●審査員コメント
自然溢れる北大と、それを囲むように建つビルや住宅街
との対比が良く、正に北大でしか見ることのできない光
景だと感心しました。構図も素晴らしいです。
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

下
に
兄
弟
姉
妹
が
生
ま
れ
る
、
上
級
生
に
な
る
、

先
輩
に
な
る
、
上
司
に
な
る
、
親
に
な
る
…
そ
ん
な

風
に
し
て
、
人
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら

ず
、
上
の
立
場
に
な
り
、
力
、
も
っ
と
言
う
と
権
力

（
英
語
で
言
う
とp

o
w
e
r

で
す
ね
）
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
立
場
が
下
の
人
間
は
、
上
の
人

間
に
、
時
に
立
ち
向
か
い
、
批
判
を
し
ま
す
。
米
国

の
精
神
科
医
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
、
若
者
は
本
物
の
権
威

に
は
反
抗
し
な
い
、
反
抗
す
る
の
は
「
く
だ
ら
な
い

権
威 

s
i
l
l
y
 
a
u
t
h
o
r
i
t
y

」
に
対
し
て
だ
け
だ
、
と

言
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
教
員
で
あ
る
私
も
、
学
生
か
ら
批
判
を
受

け
る
こ
と
が
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
今
の
よ
う
に

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
が
当
た
り
前
に
な
る
も
っ
と

前
の
頃
、
自
分
の
授
業
に
つ
い
て
学
生
に
授
業
評
価

を
求
め
な
が
ら
あ
れ
こ
れ
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
て

思
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
肯
定
的
評
価
は
八
割
く

ら
い
が
限
界
で
、
頑
張
っ
て
も
そ
れ

以
上
に
は
な
か
な
か
い
か
な
い
。
も

し
か
す
る
と
、
み
ん
な
が
み
ん
な
良

い
と
言
う
授
業
は
、
洗
脳
か
な
ん

か
、
と
も
か
く
か
え
っ
て
な
ん
か
マ

ズ
イ
の
で
は
な
い
か
…
。
つ
ま
り
、

授
業
に
つ
い
て
の
批
判
的
意
見
は
、

避
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

も
し
立
場
が
下
の
人
間
に
対
し

て
、
批
判
を
許
さ
な
い
、
と
い
う
態

度
を
取
れ
ば
、
相
手
は
表
面
的
な

「
よ
い
子
」
に
な
る
か
、
あ
る
い
は

全
面
対
決
し
て
決
裂
か
、
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
失
う
も
の
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
批
判
す
る
者

と
さ
れ
る
者
と
の
関
係
に
は
、
相
補
い
合
う
と
い
う

面
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
関
係
は
密

度
が
濃
い
の
で
、
い
つ
し
か
お
互
い
に
似
て
き
が
ち

で
す
し
ね
。

じ
ゃ
あ
、
批
判
し
て
く
る
人
間
に
対
し
て
ど
う
す

る
か
。
学
術
研
究
に
か
か
わ
る
場
に
い
る
者
と
し
て

は
、
そ
う
い
う
相
手
は
論
敵
み
た
い
な
も
の
か
、
と

思
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
あ
、
敬
意
を
払
う
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
授
業
に
関
し
て
言

え
ば
、
批
判
的
な
意
見
を
向
け
て
く
る
学
生
は
、
優

秀
で
す
。
私
に
は
例
外
が
ほ
と
ん
ど
思
い
浮
か
び
ま

せ
ん
。
次
の
時
代
を
担
う
の
は
、
こ
う
い
う
人
た
ち

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
ち
ょ
っ
と
気
掛

か
り
な
と
こ
ろ
を
あ
げ
る
と
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に

は
少
し
不
安
定
な
傾
向
が
あ
る
場
合
が
多
い
気
が
し

ま
す
。
こ
れ
は
私
の
専
攻
が
臨
床
心
理
学
で
あ
る
こ

と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
違
う
分
野
で
は
当

て
は
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

結
局
突
き
詰
め
て
考
え
て
ゆ
く
と
、
批
判
を
向
け

て
く
る
、
立
場
が
下
の
相
手
と
信
頼
関
係
が
つ
く
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
行
き
着
く
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
う
言
え
ば
、
も
っ
と
自
分
が

若
く
て
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
、
教
師
と
い
う
の
は
、
「
こ

の
オ
ッ
サ
ン
の
言
っ
て
る
こ
と
は
ホ
ン
マ
か
」
と
疑

わ
し
げ
な
目
で
こ
ち
ら
を
見
て
る
学
生
か
ら
信
頼
さ

れ
て
な
ん
ぼ
の
も
ん

や
！
と
威
勢
よ
く
考

え
て
い
た
こ
と
を
、

久
し
ぶ
り
に
思
い
出

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
立

場
が
上
の
人
間
が
こ

う
い
う
態
度
を
取

ろ
う
と
す
る
こ
と
っ

て
、
本
人
の
こ
こ
ろ

の
健
康
に
い
い
ん
で

し
ょ
う
か
？
い
や
い

や
、
そ
り
ゃ
悪
い
で
す
よ
！
私
の
さ

る
優
秀
な
友
人
は
、
職
場
で
上
に
は

文
句
を
言
う
、
下
に
は
言
わ
な
い
と
い
う
主

義
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
友
人
の
結
婚
披

露
宴
に
出
た
時
、
友
人
の
同
僚
と
思
し
き
人
た
ち
が
、

あ
い
つ
の
上
司
は
地
獄
だ
っ
て
、
と
話
し
て
い
る
の

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
（
ち
な
み
に
友
人
は
、
い
い

奴
で
す
よ
）
。
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
、
と
い
う
の

に
け
し
か
ら
ん
！
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
健
康
が
す
べ
て
に
優
先
す
る
わ
け
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
私
が
北
大
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ
、
当
時
の
セ
ン
タ
ー
長
で

あ
っ
た
内
科
医
の
武
藏
学
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ

い
て
、
今
も
時
折
思
い
返
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

こ
ろ
の
健
康
が
例
外
で
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ま
、

つ
ら
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
へ
の

対
処
は
別
途
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
…

立場が下の人から立場が下の人から
批判されるって、批判されるって、
ありますよねありますよね

○

多
く
の
方
が
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
便
利
さ
を
実
感

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
は
特
に
公
共
交
通
機
関
が
充
実

し
て
い
な
い
の
で
、
生
活
に
お
い
て
自
家
用
車
が
欠
か
せ
な
い
場

面
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
で
、
自
家
用
車
購
入

な
ど
の
初
期
費
用
、
燃
料
代
、
駐
車
場
代
、
車
検
代
、
自
賠
責
保

険
、
任
意
の
自
動
車
保
険
な
ど
の
維
持
費
も
結
構
な
金
額
に
な
り

ま
す
。
自
家
用
車
を
持
た
ず
、
タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
っ

た
ほ
う
が
費
用
が
か
か
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
自
家
用
車

を
持
つ
ほ
う
が
便
利
で
楽
し
い
。

ま
た
、
自
家
用
車
を
運
転
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
み
な
さ

ん
承
知
し
て
い
ま
す
。
十
分
注
意
し
て
安
全
運
転
し
て
い
て
も
、

“
も
ら
い
事
故
”
も
あ
る
の
で
事
故
に
遭
わ
な
い
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
相
手
の
い
る
事
故
に
遭
え
ば
、
賠
償
や
ケ
ガ
に
対
処
す

る
た
め
時
間
と
労
力
を
割
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
悪
く
な

い
と
思
っ
て
も
心
が
折
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

ミ
ス
で
大
き
な
事
故
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
こ
と

を
想
定
し
て
、
費
用
が
掛
か
っ
て
も
自
動
車
保
険
に
加
入
し
、
事

故
に
遭
遇
し
た
ら
保
険
会
社
に
任
せ
る
と
決
め
る
こ
と
が
安
心
に

つ
な
が
り
ま
す
。

自
家
用
車
の
あ
る
生
活
を
続
け
、
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に

は
、
日
頃
の
自
覚
や
注
意
が
必
要
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
、
日
本
自
動
車
工
業
会
の

Ｈ
Ｐ
に
『
安
全
す
て
き
な
カ
ー
ラ
イ
フ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
』
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。「
過
信
は
禁
物
！
ク

ル
マ
の
安
全
装
備
」「
う
っ
か
り
事
故
は
、
こ
う
防
ぐ
」「
ど
う
す

る
⁉
こ
ん
な
と
き
」
の
３
つ
に
分
け
て

カ
ー
ラ
イ
フ
の
い
ろ
ん
な
場
面
を
想
定

し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
更
の
よ
う

な
こ
と
も
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
整
理

さ
れ
て
い
て
、
す
ご
く
参
考
に
な
る
は

ず
で
す
。

必
要
な
手
立
て
を
し
て
、
自
家
用
車

の
あ
る
生
活
が
安
全
で
快
適
な
も
の
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こころの
健康を考える 77
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■「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
活
動
」を
実

施
し
ま
し
た
！

８
月
７
日
㈰
、
８
月
８
日
㈪
２
日
間
で

開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
合

わ
せ
て
、
学
生
委
員
会
で
も「
北
大
生
と

話
そ
う
」 「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」 「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
投
稿
」 「
受
験
生
応
援
冊
子

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
の
作
成
」の
４
つ
の
企
画
を

行
い
ま
し
た
。
雨
に
降
ら
れ
て
し
ま
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
受
験
生
・

保
護
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■「
夏
店
舗
活
動
」を
実
施
し
ま
し
た
！

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、

食
堂
店
舗
と
購
買
店
舗
で
そ
れ
ぞ
れ
企
画

を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
食
堂
で

は
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
合
わ
せ
提
案
企
画

を
、
購
買
で
は
ア
イ
ス
の
人
気
投
票
企
画

を
行
い
ま
し
た
。

■
七
夕
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
！

８
月
上
旬
に
、
北
部
購
買
で
短
冊
に

「
ね
が
い
ご
と
」と「
生
協
へ
の
要
望
」を

書
い
て
も
ら
う
と
い
う
企
画
を
行
い
ま

し
た
。
テ
ス
ト
期
間
や
Ｏ
Ｃ
と
被
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、「
願
い
事
」の
割
合

が
高
く
、
全
体
で
は
36
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
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■
第
２
回
院
生
フ
ェ
ス
タ
開
催
し
ま
す
！

７
月
に
開
催
し
て
好
評
を
博
し
た
院
生

フ
ェ
ス
タ
の
第
２
回
目
を
11
月
11
日
に
開

催
し
ま
す
！

研
究
室
外
の
人
と
交
流
し
た
い
、
研

究
・
就
活
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
友
人

が
欲
し
い
、
そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
を
大

歓
迎
！

今
回
は
飛
び
入
り
参
加
も
Ｏ
Ｋ
！
事
前

登
録
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
小
さ
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

詳
し
い
情
報
は
同
封
の
チ
ラ
シ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
書
評
誌
「
ほ
ん
で
な
い
か
い
」
執
筆

作
業
中
！

今
年
も
12
月
頭
を
目
途
に
書
評
誌

を
刊
行
し
ま
す
！
今
年
の
特
集
記
事
で

は
北
大
生
協
の
と
あ
る
お
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

乞
う
ご
期
待
！

■
院
生
委
員
会
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

＠H
okudainsei_coo

院
生
生
活
や
生
協
に
ま
つ
わ
る
情
報

を
毎
週
４
回
ほ
ど
定
期
的
に
発
信
し
て

い
ま
す
！
是
非
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し

ま
す
！

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

hokudai_insei@
coop.hokudai.ac.jp

院
生
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
ご
要

望
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

久々に行動制限のない夏休みだった
こともあり、観光客らしき方のご来店
が多い８～９月でした。その影響もあ
り「北大」「北海道」関連のタイトル
がランキング上位を占めました。「北
海道大学ピースガイド」「北大キャン
パスガイド」「北海道大学もうひとつ
のキャンパスマップ」はランキング常
連ですが、第７位の「北海道建築さん
ぽ」もオススメです。北大の建物も多
数紹介されていますし、歴史と温かみ
が伝わってくる画に癒されます♪

クラーク９月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 北海道大学
ピ－スガイド

ビ－・アンビシャス
９条の会・北海道

ビ－・アンビシャス
９条の会・北海道 6 英語教育論争史

講談社選書メチエ 江利川春雄 講談社

2 北大キャンパスガイド 北海道大学
ＣＯＳＴＥＰ

北海道大学
出版会 7 北海道建築さんぽ 佑季 エクスナレッジ

3 札幌むかし写真帖 北海道新聞社 北海道新聞社 8 フランソワ－ズ・
パストル 桑原真夫 論創社

4 ブル－カ－ボンとは何か
岩波ブックレット 枝廣淳子 岩波書店 9 北海道大学もうひとつ

のキャンパスマップ
北大ＡＣＭ
プロジェクト 寿郎社

5 危機の中の学問の自由
岩波ブックレット 羽田貴史 岩波書店 10 北海道　2023～2024

地球の歩き方
地球の歩き方

編集室 地球の歩き方

クラーク書籍便り
Vol.11

■
教
職
員
総
代
会
議
：
９
月
と
10
月
に
開

催
し
た
総
代
会
議
で
は
営
業
報
告
の
他
、
組

合
員
の
声
の
取
組
や
新
入
生
推
奨
Ｐ
Ｃ
に
つ

い
て
意
見
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
食
堂
や
購

買
の
食
品
品
揃
え
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
９
月
16
日
と
10
月

13
日
に
定
例
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
き

ぼ
う
の
虹
の
編
集
や
、
総
代
会
議
で
の
意

見
に
つ
い
て
、
ま
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
の
選
考
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
教
職
員
向
け
の
加
入
案
内
に
つ
い
て

も
議
論
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
委
員
会
で
は
組
織
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
教
職
員
総
代
と
理
事
会
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
い
、
月
一
回
の
定
例
会
議

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
理
事
会
室
ま
で
メ
ー
ル
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：「
き
ぼ
う
の
虹
」
こ

の
冊
子
で
す
。
教
職
員
委
員
会
が
編
集

し
、
隔
月
を
基
本
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

後
期
が
始
ま
っ
て
１
か
月
が
経
ち
、
ま

た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
研
究
も
本
格
化
す
る

時
期
で
す
ね
。
生
協
も
後
期
か
ら
、
工
学

部
食
堂
の
夜
営
業
、
中
央
食
堂
の
20
時
ま

で
の
延
長
営
業
な
ど
を
行
っ
て
、
応
援
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
学
生
委
員
会
や
院
生

委
員
会
も
、
様
々
な
企
画
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
寒
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

み
な
さ
ま
も
健
康
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

（ 7 ）　第 401 号 よりよい生活と平和のために 2022 年 11 月 1 日



ブ
ル
ッ
ク
ス
が
担
っ
た
こ
と

ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
札
幌
農
学
校
開

校
か
ら
五
ヶ
月
後
の
一
八
七
七
年

二
月
に
札
幌
農
学
校
教
授
に
着
任

し
、
同
年
四
月
に
離
任
し
た
教
頭

Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
の
仕
事
の
多

く
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
ブ
ル
ッ

ク
ス
の
仕
事
で
最
重
要
な
の
は
、

札
幌
農
学
校
の
附
属
農
場
で
あ
る

農
校
園
の
管
理
責
任
者
と
し
て
経

営
に
当
た
っ
た
こ
と
で
す
。
ク

ラ
ー
ク
は
、
学
生
が
農
業
を
実
地

に
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、

学
校
附
属
の
農
場
が
不
可
欠
で
あ

る
と
主
張
し
ま
し
た
。
設
置
し
た

農
校
園
の
責
任
者
に
は
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
時
代
の

教
え
子
で
あ
る
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
白

羽
の
矢
を
立
て
、
経
営
を
託
し
ま

し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
海
外
か
ら

様
々
な
農
産
物
の
多
様
な
品
種
を

移
入
し
、
農
校
園
で
試
作
し
、
そ

の
試
作
に
は
農
学
校
生
を
参
加
さ

せ
て
実
地
に
農
業
技
術
を
学
ば
せ

ま
し
た
。
栽
培
成
績
の
良
い
農
産

物
を
農
業
関
係
者
に
広
く
紹
介
し
、

さ
ら
に
農
産
物
の
流
通
・
販
路
の

形
成
も
提
言
し
て
い
ま
す
。

札
幌
農
学
校
第
二
期
生
の
新
渡
戸

稲
造
は
、
恩
師
ブ
ル
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
、
学
理
に
深
く
通
じ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
弁
舌
も
下
手
な
方
で
、

文
才
に
も
乏
し
か
っ
た
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
回
想
し
て
い
ま
す
。
し
か

場
」を
起
源
と
し
、
維
新
政
府
が
開

拓
使
を
設
置
し
た
後
、
札
幌
本
府
の

建
設
と
並
行
し
て
札
幌
村
へ
の
入
植

が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
近
代
的
な

都
市
と
し
て
の
札
幌
は
、
開
拓
使
が

行
政
都
市
と
し
て
建
設
し
た
中
心
市

街
部
に
始
ま
り
ま
す
が
、「
市
街
」に

対
す
る「
郊
外
」の
成
り
立
ち
と
し

て
、
札
幌
村
の
地
域
形
成
も
歴
史
の

重
要
な
要
素
で
す
。

札
幌
村
の
タ
マ
ネ
ギ
生
産

札
幌
村
で
は
、一八
八
〇

年
こ
ろ
か
ら
タ
マ
ネ
ギ
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
当

時
、
札
幌
農
学
校
教
授

で
あ
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
が

直
接
、
そ
の
栽
培
法
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
札
幌
村

ブ
ル
ッ
ク
ス
記
念
碑
の
除
幕

去
る
十
月
四
日
、
東
区
北
十
三
条

西
十
六
丁
目
に
あ
る
札
幌
村
郷
土
記

念
館
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
・
ブ

ル
ッ
ク
ス（
一
八
五
一
～
一
九
三
八

年
）を
記
念
す
る
碑
の
除
幕
式
が
あ

り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
が
列
席
さ

れ
た
ほ
か
に
、
札
幌
市
や
商
工
会
議

所
、
在
札
幌
米
国
領
事
館
か
ら
の
来

賓
を
迎
え
、
さ
ら
に
ブ
ル
ッ
ク
ス
の

ご
子
孫
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
を
さ
れ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

「
札
幌
村
」は
、
札
幌
周
辺
の
う
ち

近
代
に
最
も
早
く
和
人
が
入
植
し
た

地
域
で
す
。
幕
末
の
一
八
六
六
年
、

幕
府
の
蝦
夷
地
統
治
機
関
で
あ
っ
た

箱
館
奉
行
が
、
配
下
の
大
友
亀
太
郎

に
差
配
を
命
じ
た
開
墾
地「
御
手
作

大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

し
、
批
評
す
べ
き
は
そ
こ
で
は
な
い

と
強
調
し
ま
す
。
試
験
問
題
で
果
樹

運
搬
に
用
い
る
縄
の
直
径
を
問
い
、

講
義
で
は
農
具
を
使
用
す
る
と
き
の

指
の
捻
り
方
や
節
の
曲
げ
方
ま
で
説

明
し
て
、「
百
姓
に
な
る
に
は
、
か

く
ば
か
り
困
難
に
及
ぶ
も
の
か
」と

学
生
た
ち
を
悩
ま
せ
つ
つ
、
農
業
に

従
事
す
る
卒
業
生
に
は「「
ブ
ル
」先

生
の
講
義
は
、
ま
こ
と
に
有
益
」と

言
わ
し
め
る
、
そ
う
し
た「
実
業
に

方（
あ
た
）り
た
る
事
蹟
」こ
そ
評
価

す
べ
き
だ
と
、
新
渡
戸
は
述
べ
て
い

ま
す
。

札
幌
村
郷
土
記
念
館
は
、
ブ
ル
ッ

ク
ス
も
関
わ
っ
た
タ
マ
ネ
ギ
生
産
に

関
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
立
を
機

に
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
事
蹟
を
改
め
て

見
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

札幌村郷土記念館の「W.P.ブルックス顕彰碑」札幌村郷土記念館の「W.P.ブルックス顕彰碑」
（2022年10月４日撮影）（2022年10月４日撮影）

が
栽
培
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
ブ

ル
ッ
ク
ス
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
移
入

し
た「
イ
エ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
・
ダ

ン
ヴ
ァ
ー
ス
」と
い
う
品
種
で
す
。

ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
札
幌
農
学
校
の

「
農
学
」の
講
義
で
、
ダ
ン
ヴ
ァ
ー

ス
・
オ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
、「
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
同
名
の
町
が

原
産
地
で
、
大
粒
で
厚
み
が
あ
り
、

黄
色
で
風
味
が
よ
く
、
生
産
性
が

高
い
。
早
熟
で
、
日
持
ち
が
よ
く
、

園
芸
栽
培
に
適
し
て
い
る
」と
説

明
し
、
北
海
道
の
地
味
に
適
合
す

る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
札
幌
村

は
、
イ
エ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
・
ダ

ン
ヴ
ァ
ー
ス
の
栽
培
方
法
に
工
夫

と
改
良
を
重
ね
、「
札
幌
黄
」と
い

う
銘
品
に
育
て
上
げ
ま
す
。
一
時
、

札
幌
黄
は
他
の
品
種
に
押
さ
れ
て

あ
ま
り
目
に
し
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
近
年
、
再
び
脚
光
を
浴
び
、

現
在
は
札
幌
伝
統
野
菜
と
し
て
道

外
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
産
業
の
興
隆
の
歴

史
の
出
発
点
に
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
一

枚
噛
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。

新渡戸稲造が記録したブルックス「農学」講義の新渡戸稲造が記録したブルックス「農学」講義の
受講ノート（1880年、大学文書館蔵）受講ノート（1880年、大学文書館蔵）

ブルックス肖像写真ブルックス肖像写真
（1879年、大学文書館蔵）（1879年、大学文書館蔵）

第12回第12回
「ブルックス記念碑」「ブルックス記念碑」
北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡
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